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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第１四半期
累計(会計)期間

第23期
第１四半期
累計(会計)期間

第22期

会計期間

自平成21年
５月１日
至平成21年
７月31日

自平成22年
５月１日
至平成22年
７月31日

自平成21年
５月１日
至平成22年
４月30日

売上高（千円）     523,547    533,718   2,751,444

経常損失（△）（千円）  △198,576 △183,594△180,053

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
   △220,078   △236,885△229,988

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
    －     － －

資本金（千円）     929,890    929,890 929,890

発行済株式総数（千株）     3,813     3,813 3,813

純資産額（千円）    3,745,975   3,448,6383,755,785

総資産額（千円）     4,353,628    4,131,3584,623,806

１株当たり純資産額（円） 990.95 912.53 993.54

1株当たり四半期（当期）純損失金額（△）（円） △58.22 △62.67 △60.84

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）     －     － －

１株当たり配当額（円）     －     － 10.00

自己資本比率（％） 86.0 83.5 81.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △262,399    △198,123 117,300

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △229,516    △376,701△29,248

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △33,026    △33,981 △37,734

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 762,696 729,1511,337,957

従業員数（人）     232     242 245

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額は、1株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　　当第1四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

 

３【関係会社の状況】

 　　該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年７月31日現在

従業員数（人） 242 (101)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第1四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており　　　

　　　　　ます。

 

EDINET提出書類

株式会社マツモト(E00715)

四半期報告書

 3/20



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　　当社は印刷業の単一セグメントであるため、部門別に記載しております。　

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 生産高（千円） 前年同期比（％）

学校アルバム 358,945 99.1

一般商業印刷 172,891 106.2

合計 531,836 101.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第１四半期会計期間における受注状況を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

学校アルバム 220,601 99.0 76,231 101.0

一般商業印刷 184,121 106.4 28,440 94.0

合計 404,723 102.3 104,671 99.0

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第１四半期会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 販売高（千円） 前年同期比（％）

学校アルバム 360,177 99.6

一般商業印刷 173,540 107.2

合計 533,718 101.9

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　当社の販売実績のおよそ70％（年間ベース）を占める学校アルバムは卒業時期の２月及び３月（下期）に販売が

集中するため、販売実績に季節変動があります。

　学校アルバム部門の販売実績は次のとおりであります。 　　　　

 

第21期 第22期 第23期

平成21年４月期 平成22年４月期 平成23年４月期

金額（千円）割合（％）金額（千円）割合（％）金額（千円）割合（％）

第1四半期累計期間（注） 397,54919.3 361,60118.2 360,177 －

第2四半期累計期間（注） 477,32223.2 418,37121.0 － －

第3四半期累計期間（注） 505,61924.5 446,98622.4 － －

通期 2,061,008100.01,992,124100.0 － －

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第1四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　当社の売上高のおよそ70％超を占める学校アルバムは、少子化が続く中で、学生生徒数の減少、学校数の減少にみら

れるように市場規模が年々縮小、販売数量も減少しており同業他社との競争は毎年激化しております。また、このよう

な過当競争の状況は、販売価格の下落を招く結果となり、当社はこの学校アルバム部門の売上高の減少等により前事

業年度は3期連続の営業損失を計上するに至りました。これにより、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重

要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しております。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（1）経営成績の分析

　当第1四半期会計期間（平成22年5月1日～7月31日）の経済情勢は、4～6月期の実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率が

前期比年率で0.4％成長に鈍化するなど経済政策の効果が途切れつつある一方で、設備投資などが盛り上がりを欠き、

予想外の低成長となりました。さらに、景気の先行きには陰りもみられ、回復局面の景気が一時的に停滞する可能性も

出てまいりました。また、印刷業界においても6月の印刷・情報用紙の国内出荷量の3カ月連続前年割れが示すとおり、

企業の広告費抑制で需要が伸び悩み販売価格も下落してまいりました。 

　このような経営環境の下、当社の当第1四半期会計期間における業績は次のとおりとなりました。学校アルバム部門

の売上高は前年同四半期比0.4％減の360百万円となり、一般商業印刷部門の売上高は、前年同四半期比7.2％増の173

百万円となりまして、全売上高は、前年同四半期比1.9％増の533百万円となりました。

　また、損益面におきましては、営業損失196百万円（前年同四半期比6百万円損失減）、経常損失183百万円（前年同四

半期比14百万円損失減）、四半期純損失236百万円（前年同四半期比16百万円損失増）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　（総資産）

　　　総資産は、前事業年度末に比べ492百万円減少し、4,131百万円となりました。

　（流動資産）

　　　流動資産は、前事業年度末に比べ528百万円減少し、1,629百万円となりました。

　　　これは、主として現金及び預金が408百万円減少したことなどによるものであります。

　（固定資産）

　　　固定資産は、前事業年度末に比べ35百万円増加し、2,502百万円となりました。

　　　これは主として機械及び装置が74百万円増加したことなどによるものであります。　　　　　　

　（流動負債）

　　　流動負債は、前事業年度末に比べ、199百万円減少し、381百万円となりました。

　　　これは主として、買掛金が92百万円減少、賞与引当金が45百万円減少、その他が52百万円減少したことな　

　　　どによるものであります。 

　（固定負債）

　　　固定負債は、前事業年度末に比べ、13百万円増加し、301百万円となりました。

　　　これは主として、資産除去債務の17百万円が増加したことなどによるものであります。

　（純資産）

　　　純資産は、前事業年度末に比べ、307百万円減少し、3,448百万円となりました。

　　　これは主として、利益剰余金が274百万円減少したことなどによるものであります。

　

　　　この結果、当第1四半期会計期間末の自己資本比率は83.5％となりました。　
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（3）キャッシュ・フローの状況

　　　当第1四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、次に記載するキャッシュ・

　　フローにより前事業年度末の残高より、608百万円減少し、729百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第1四半期会計期間において営業活動の結果使用した資金は、198百万円（前年同四半期会計期間比24.5％

　　　減）となりました。

　　　　これは、主に税引前四半期純損失及び仕入債務の減少、法人税等・消費税等の支払などによるものでありま　　　

　　　す。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第1四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は、376百万円（前年同四半期会計期間比　　　

　　　64.1％増）となりました。

　　　　これは、主に定期預金の預入および有形固定資産の取得によるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第1四半期会計期間において財務活動の結果使用した資金は、33百万円（前年同四半期会計期間比2.9％

　　　増）となりました。

　　　　これは、主に配当金の支払によるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第1四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　　また、前事業年度に掲げた課題については、当第1四半期会計期間も引き続き取り組んでおります。

　

（5）継続企業の前提に関する重要事象等に対する対応策

　　　当社は、「第2 事業の状況　2 事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に関する重要事象等に該当

　　しております。このような事態に対し、当社は強固な財務基盤を背景として、営業エリアの拡大を展開し、新規

　　客先の獲得による売上高の維持および増収をはかるとともに生産効率化を推進し、収益の確保・増大に努めてま

　　いります。

 

（6）研究開発活動

　　　当第1四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　　　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第1四半期会計期間において、主要な設備の新設は次のとおりであります。

　事業所及び所在地 　設備の内容 　帳簿価額（千円） 　完了年月

　工場（北九州市門司区） 　製版機械 　111,090 　平成22年5月

〃　 　製本機械  　26,350 〃

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第1四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,889,000

計 12,889,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成22年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年9月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,813,000 3,813,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　
単元株式数1,000株

計 3,813,000 3,813,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年5月1日～

平成22年7月31日 
－ 3,813 － 929,890 － 1,691,419

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年4月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年4月30日現在

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式  　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　 －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 議決権制限株式（その他）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　32,000  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　 3,778,000 　　　　　　　3,778  －

 単元未満株式  普通株式　　 　3,000  　　　　　　　　－  －

 発行済株式総数  　　　　 　3,813,000 　　　　　　　　－  －

 総株主の議決権  　　　　　　　　　－  　　　　　　　3,778  －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数

1個）含まれております。 

 

②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年4月30日現在

 所有者の氏名又は

 名称
所有者の住所 

 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の

合計（株） 

 発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

 株式会社マツモト
 北九州市門司区

社ノ木一丁目2番1号
32,000 － 32,000 0.84

 計  － 32,000 － 32,000 0.84

  

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
５月

平成22年
６月

平成22年
７月

最高（円） 255 242 247

最低（円） 224 220 236

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものです。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成21年５月１日から平成21年７月31日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21

年５月１日から平成21年７月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成

22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成21年５月１日から平成21

年７月31日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21年５月１日から平成21年７月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第１四半期会計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成

22年５月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年７月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,229,151 1,637,957

受取手形及び売掛金 351,819 420,908

商品及び製品 1,555 1,782

仕掛品 23,615 66,963

原材料及び貯蔵品 24,793 29,033

その他 14,827 22,712

貸倒引当金 △16,500 △22,000

流動資産合計 1,629,263 2,157,359

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 832,240 757,361

土地 929,190 929,190

その他（純額） 373,289 370,213

有形固定資産合計 ※1
 2,134,719

※1
 2,056,765

無形固定資産 21,817 17,937

投資その他の資産

その他 358,558 404,745

貸倒引当金 △13,000 △13,000

投資その他の資産合計 345,558 391,745

固定資産合計 2,502,095 2,466,447

資産合計 4,131,358 4,623,806

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 160,678 253,231

未払法人税等 9,448 18,631

賞与引当金 48,000 93,000

その他 162,893 215,230

流動負債合計 381,020 580,093

固定負債

退職給付引当金 120,151 118,709

役員退職慰労引当金 159,921 159,179

資産除去債務 17,393 －

その他 4,232 10,039

固定負債合計 301,699 287,928

負債合計 682,720 868,021
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年７月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 929,890 929,890

資本剰余金 1,691,419 1,691,419

利益剰余金 876,502 1,151,189

自己株式 △15,958 △15,728

株主資本合計 3,481,853 3,756,771

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △33,215 △985

評価・換算差額等合計 △33,215 △985

純資産合計 3,448,638 3,755,785

負債純資産合計 4,131,358 4,623,806
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年５月１日
　至　平成21年７月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

売上高 523,547 533,718

売上原価 573,186 580,983

売上総損失（△） △49,638 △47,265

販売費及び一般管理費 ※1
 152,973

※1
 148,791

営業損失（△） △202,612 △196,056

営業外収益

受取利息 1,107 1,271

受取配当金 2,037 2,119

その他 890 9,071

営業外収益合計 4,035 12,461

経常損失（△） △198,576 △183,594

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 42,840 1,600

貸倒引当金戻入額 － 5,500

保険解約返戻金 32,801 －

特別利益合計 75,641 7,100

特別損失

投資有価証券評価損 13,877 －

役員退職慰労金 66,960 1,600

固定資産除却損 16,305 45,996

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,794

特別損失合計 97,143 60,390

税引前四半期純損失（△） △220,078 △236,885

四半期純損失（△） △220,078 △236,885
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年５月１日
　至　平成21年７月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △220,078 △236,885

減価償却費 70,894 62,080

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,432 1,442

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △40,797 742

賞与引当金の増減額（△は減少） △39,000 △45,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,600 △5,500

受取利息及び受取配当金 △3,144 △3,390

固定資産除却損 16,305 45,996

投資有価証券評価損益（△は益） 13,877 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,794

売上債権の増減額（△は増加） 48,657 69,213

たな卸資産の増減額（△は増加） 47,100 47,815

仕入債務の増減額（△は減少） △68,102 △92,552

未払消費税等の増減額（△は減少） △45,456 △45,868

その他 △45,188 △2,237

小計 △255,901 △191,351

利息及び配当金の受取額 2,261 2,411

法人税等の支払額 △8,759 △9,183

営業活動によるキャッシュ・フロー △262,399 △198,123

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △200,000

有形固定資産の取得による支出 △306,415 △175,790

無形固定資産の取得による支出 △472 △5,300

投資有価証券の取得による支出 △601 △601

その他 77,972 4,990

投資活動によるキャッシュ・フロー △229,516 △376,701

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △229

配当金の支払額 △33,026 △33,751

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,026 △33,981

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △524,942 △608,806

現金及び現金同等物の期首残高 1,287,639 1,337,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 762,696 729,151
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　当第1四半期会計期間

　　　　　　　　　（自　平成22年5月1日

　　　　　　　　　　至　平成22年7月31日）

1.会計処理基準に関する事項の変更

　

　

　

　

　

　当第1四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年3月31日）を適

用しております。これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ、365千円増

大しており、税引前四半期純損失は13,159千円増大しております。また、

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は17,340千円であ

ります。

 

【簡便な会計処理】

　　　　該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年７月31日）

前事業年度末
（平成22年４月30日）

※1　有形固定資産の減価償却累計額 3,571,400千円 ※1　有形固定資産の減価償却累計額 3,726,872千円

 

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

※1　販売費及び一般管理費の主なもの ※1　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 45,121千円

賞与引当金繰入額 11,000千円

退職給付引当金繰入額 1,062千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,042千円

貸倒引当金繰入額 4,600千円

給与手当 43,885千円

賞与引当金繰入額 11,000千円

退職給付引当金繰入額 854千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,342千円

      

　2　売上高に著しい季節的変動がある場合

　当社の売上高のおよそ75％（年間ベース）を占める

学校アルバムは卒業時期の２月及び３月（下期）に

売上が集中するため、売上高に季節変動があります。

　2　売上高に著しい季節的変動がある場合

　当社の売上高のおよそ70％（年間ベース）を占める

学校アルバムは卒業時期の２月及び３月（下期）に

売上が集中するため、売上高に季節変動があります。

 

　 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

（平成21年7月31日現在）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

（平成22年7月31日現在）

現金及び預金勘定 1,262,696千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △500,000千円

現金及び現金同等物 762,696千円

現金及び預金勘定 1,229,151千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △500,000千円

現金及び現金同等物 729,151千円

 

EDINET提出書類

株式会社マツモト(E00715)

四半期報告書

15/20



（株主資本等関係）

　当第１四半期会計期間末（平成22年７月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年５月１日　至　平成22

年７月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　3,813,000株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　 33,776株　　

 

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　　配当金支払額　

 （決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）
 配当の原資

 1株当たり

配当額(円)
 基準日  効力発生日

 平成22年7月28日

 定時株主総会
 普通株式 　　  37,802 利益剰余金  　　　　10  平成22年4月30日 平成22年7月29日

 

（有価証券関係）

　　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比べ著しい変動はありません。　　

　 

（デリバティブ取引関係）

　　該当事項はありません。

  

（持分法損益等）

　　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。 

　

　　　（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。　

　

　　　（賃貸等不動産関係）　

　該当事項はありません。　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　　当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

　平成20年3月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年７月31日）

前事業年度末
（平成22年４月30日）

１株当たり純資産額 912.53円
 

１株当たり純資産額 993.54円
 

 

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

1株当たり四半期純損失金額（△） △58.22円 1株当たり四半期純損失金額（△） △62.67円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額について

は、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
 

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額について

は、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

四半期純損失（△）（千円） △220,078 △236,885

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △220,078 △236,885

期中平均株式数（千株） 3,780 3,779

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年9月11日

株式会社マツモト

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　正一郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安斎　裕二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マツモトの

平成21年５月１日から平成22年４月30日までの第22期事業年度の第1四半期会計期間（平成21年5月1日から平成21年7月31

日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年５月１日から平成21年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マツモトの平成21年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年9月10日

株式会社マツモト

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安斎　裕二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マツモトの

平成22年５月１日から平成23年４月30日までの第23期事業年度の第1四半期会計期間（平成22年5月1日から平成22年7月31

日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マツモトの平成22年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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